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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　変形可能な構造を有する形態変化玩具であって、
　第１の部材と、
　前記第１の部材の長手方向を中心に回転可能に連結され、かつ前記第１の部材の長手方
向に沿って摺動可能な第２の部材と、
　を有し、
　前記第２の部材は、前記第１の部材に対する前記第２の部材の摺動が阻止される固定位
置と、前記第２の部材を前記第１の部材の長手方向を中心に回転させたとき、前記第１の
部材の長手方向に沿った前記第２の部材の摺動が許容される可動位置と、の間を移動可能
であり、
　前記第２の部材は、前記第１の部材と連結される側の上端に切欠き部を有し、
　前記第１の部材と前記第２の部材とを連結した際に、前記長手方向と直行する方向に第
２の部材を折り曲げ可能である形態変化玩具。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記第２の部材は、前記固定位置から前記第２の部材を前記第１の部材に対して１８０
°回転したとき、前記可動位置に位置する形態変化玩具。
【請求項３】
　請求項１または請求項２において、
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　前記第１の部材は、第１の合わせ部を有し、
　前記第２の部材は、前記可動位置にあるとき前記第１の合わせ部と嵌合可能な第２の合
わせ部を有する形態変化玩具。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記第１の合わせ部は、前記第１の部材の長手方向に沿って設けられた溝部であり、
　前記第２の合わせ部は、前記第２の部材の長手方向に沿って設けられた凸部である形態
変化玩具。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記第１の部材は、
　前記第２の部材と連結される側の端部に球状部を有し、前記球状部に前記溝部が設けら
れており、
　前記第２の部材は、
　前記球状部を回転可能に保持し、
　前記凸部は、
　前記第２の部材が前記固定位置にあるとき、前記球状部に当接し、前記第２の部材が前
記可動位置にあるとき、前記溝部と嵌合する形態変化玩具。
【請求項６】
請求項４または請求項５において、
前記溝部は、少なくとも第１の溝部と第２の溝部とを有し、
前記凸部は、少なくとも第１の凸部と第２の凸部とを有し、
前記第１の溝部と前記第１の凸部は嵌合可能であり、前記第２の溝部と前記第２の凸部は
嵌合可能である形態変化玩具。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記第１の溝部は、前記第１の部材の長手方向に沿って設けられた２本の溝部であり、
前記第２の溝部は、前記２本の溝部とずれた位置に設けられた１本の溝部であり、
　前記第１の凸部は、前記第２の部材の長手方向に沿って設けられた２本の凸部であり、
前記第２の凸部は、前記２本の凸部とずれた位置に設けられた１本の凸部である形態変化
玩具。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一項において、
　前記形態変化玩具は、第１の形態から第２の形態に変形可能である形態変化玩具。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一項において、
　前記第１の部材と前記第２の部材との連結部は、人形体の関節である形態変化玩具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、形態変化玩具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、変形可能な構造を有する形態変化玩具に関し、各種の技術が提案されている（例
えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１には、前部材と後部材とを折り曲げ自在に連結すると共に、前部材の下面と
後部材の下面を連結リンクによって回動自在に連結してなる形態変化玩具が開示される。
連結リンクの端部には、ギアが設けられ、後部材には、前後方向に移動可能なスライド部
材が設けられる。ギアは、スライド部材のラックに噛み合っている。
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【０００４】
　この特許文献１によれば、スライド部材を前方にスライドさせると、ラック、ギアおよ
び連結リンクによって、前部材が後部材側に折り曲げられるので、例えば、形態変化玩具
をジェット機の形態からロボットの形態に簡単に変化させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平９－１０４４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１の形態変化玩具においては、簡単に形態変化玩具が変化する
分、元に戻り易いという問題点がある。また、ラック、ギアおよび連結リンクなどの多く
の構成部品が必要であり、構造が複雑である。
【０００７】
　本発明は、形態変化を簡単に楽しむことができると共に元の形態に戻りにくく、しかも
、簡単な構造で構成できる形態変化玩具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、変形可能な構造を有する形態変化玩具であって、第１の部材と、前記第１の
部材の長手方向を中心に回転可能に連結され、かつ前記第１の部材の長手方向に沿って摺
動可能な第２の部材と、を有し、前記第２の部材は、前記第１の部材に対する前記第２の
部材の摺動が阻止される固定位置と、前記第２の部材を前記第１の部材の長手方向を中心
に回転させたとき、前記第１の部材の長手方向に沿った前記第２の部材の摺動が許容され
る可動位置と、の間を移動可能であり、前記第２の部材は、前記第１の部材と連結される
側の上端に切欠き部を有し、前記第１の部材と前記第２の部材とを連結した際に、前記長
手方向と直行する方向に第２の部材を折り曲げ可能である。
【０００９】
　本発明において、前記第２の部材は、前記固定位置から前記第２の部材を前記第１の部
材に対して１８０°回転したとき、前記可動位置に位置することが好ましい。
【００１０】
　本発明において、前記第１の部材は、第１の合わせ部を有し、前記第２の部材は、前記
可動位置にあるとき前記第１の合わせ部と嵌合可能な第２の合わせ部を有することが好ま
しい。また、本発明において、前記第１の合わせ部は、前記第１の部材の長手方向に沿っ
て設けられた溝部であり、前記第２の合わせ部は、前記第２の部材の長手方向に沿って設
けられた凸部であることが好ましい。
【００１１】
　本発明において、前記第１の部材は、前記第２の部材と連結される側の端部に球状部を
有し、前記球状部に前記溝部が設けられており、前記第２の部材は、前記球状部を回転可
能に保持し、前記凸部は、前記第２の部材が前記固定位置にあるとき、前記球状部に当接
し、前記第２の部材が前記可動位置にあるとき、前記溝部と嵌合することが好ましい。
 
【００１２】
　本発明において、前記溝部は、少なくとも第１の溝部と第２の溝部とを有し、前記凸部
は、少なくとも第１の凸部と第２の凸部とを有し、前記第１の溝部と前記第１の凸部は嵌
合可能であり、前記第２の溝部と前記第２の凸部は嵌合可能であることが好ましい。また
、本発明において、前記第１の溝部は、前記第１の部材の長手方向に沿って設けられた２
本の溝部であり、前記第２の溝部は、前記２本の溝部とずれた位置に設けられた１本の溝
部であり、前記第１の凸部は、前記第２の部材の長手方向に沿って設けられた２本の凸部
であり、前記第２の凸部は、前記一本の凸部とずれた位置に設けられた２本の凸部である
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ことが好ましい。
【００１３】
本発明において、前記形態変化玩具は、第１の形態から第２の形態に変形可能であること
が好ましい。また、本発明において、前記第１の部材と前記第２の部材との連結部は、人
形体の関節であることが好ましい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、形態変化を簡単に楽しむことができると共に元の形態に戻りにくく、
しかも、簡単な構造で構成できる形態変化玩具を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係る形態変化玩具の正面図である。
【図２】図１のＡ部の分解斜視図である。
【図３】（ａ）は脚部における要部の分解図、（ｂ）は（ａ）の組み立て図である。
【図４】（ａ）は図３（ｂ）のＢ－Ｂ線断面図、（ｂ）は（ａ）の膝下部を１８０°回転
させた図である。
【図５】図１のＣ矢視図である。
【図６】脚部の作用説明図であり、図５に示される脚部において膝下部を１８０°回転さ
せた図である。
【図７】脚部の作用説明図であり、図６に示される脚部において膝下部を上方に移動させ
た図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
（実施形態）
　以下、添付図面を参照して、本発明を実施するための形態（以下、「実施形態」と称す
る）について説明する。実施形態の説明の全体を通して同じ要素には同じ番号を付してい
る。
【００１７】
（形態変化玩具１０の全体構成）
　まず、形態変化玩具１０の全体構成を図１に基づいて説明する。図１に示すように、実
施形態の形態変化玩具１０は、可逆的に変形可能な構造を有する人形体であって、胴部１
１と、この胴部１１の下部の左右両側面に連結される左右の脚部２０と、胴部１１の上部
の左右両側面に連結される左右の腕部１２と、胴部１１の上部に首部１３を介して連結さ
れる頭部１５とを有する。
【００１８】
　本実施の形態の形態変化玩具１０は、左右の脚部２０に伸縮部を有し、左右の脚部２０
のそれぞれは、長さが調整可能である。使用者は、脚部２０の長さを変化させることで、
形態変化玩具１０を図１に示される一つの形態から、脚部２０の長さが異なる別の形態に
変化させることができる。なお、本実施の形態では、脚部２０に伸縮部を有する形態を説
明するが、これに限定するものではなく、腕部分など伸縮することにより形態が変化する
部分に適用可能である。また、人形体等の第１の形態から、例えば飛行機等の第２の形態
に変形可能な形態変化玩具にも適用可能である。
【００１９】
　次に、脚部２０の構成を図２～図４に基づいて説明する。図２に示すように、脚部２０
は、連結部材２１を介して胴部１１に連結される膝上部３０と、この膝上部３０に連結さ
れる膝下部４０と、この膝下部４０の下端に連結される足部２２と、膝上部３０に取り付
けられ膝上部３０の前側を覆うカバー部２３とを有する。
【００２０】
膝上部３０は、連結部材２１を回転可能に支持する支持部３１と、この支持部３１の底面
から下方に延びる軸部３２とを有する。この軸部３２は、球状部３３を下端部（連結され
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る側の端部）に有する。
【００２１】
　図３（ａ）に示すように、この球状部３３は、軸部３２の長手方向である軸線３５に沿
って形成される溝部３６Ｆ，Ｒ（第１の合わせ部）を外面に有する。溝部３６Ｆ，Ｒは、
左右一対の溝部３６Ｆと、一つの溝部３６Ｒとからなる。左右一対の溝部３６Ｆは、球状
部３３において、軸線３５の前側（一側）に設けられる。また、一つの溝部３６Ｒは、軸
線３５の後側（一対の溝部に対して軸線を挟んで１８０°反対側）に設けられる。
【００２２】
（膝下部４０の構成）
　膝下部４０は、前後一対の分割体によって筒状に形成される。すなわち、膝上部３０は
、膝上部３０の前部を構成する前半部４１Ｆと、この前半部４１Ｆと対向して嵌合する後
半部４１Ｒとによって構成される。前半部４１Ｆおよび後半部４１Ｒのそれぞれは、球面
状の保持部４２Ｆおよび保持部４２Ｒを上端部に有する。また、前半部４１Ｆおよび後半
部４１Ｒのそれぞれは、位置決め穴４３Ｆおよび位置決め突起４３Ｒを有する。膝上部３
０と膝下部４０との連結に際しては、位置決め穴４３Ｆを位置決め突起４３Ｒに合わせ、
保持部４２Ｆ，Ｒで球状部３３を前後から挟むようにして、前半部４１Ｆと後半部４１Ｒ
とを合わせる。
【００２３】
　これにより、図３（ｂ）に示すように、膝下部４０の上端部に球状部３３が回転可能に
保持されるので、膝下部４０は、軸線３５に沿って直列配置されたときに、膝上部３０に
対して軸線３５を中心に回転可能となる。
【００２４】
　この例では、さらに、後半部４１Ｒの上端に切り欠き４５（図３（ａ）参照）が設けら
れており、この切り欠き４５に軸部３２を嵌合させることで、球状部３３を基点に脚部２
０が折り曲げ可能に構成されている。すなわち、膝上部３０と膝下部４０との連結部であ
る球状部３３および保持部４２Ｆ，Ｒは、折り曲げ可能な膝関節を構成する。
【００２５】
　また、図３（ａ）に示すように、膝下部４０は、軸線３５に沿って延びる凸部４６Ｆ，
Ｒ（第２の合わせ部）を内面に有する。凸部４６Ｆ，Ｒは、一つの凸部４６Ｆと一対の凸
部４６Ｒとからなる。一つの凸部４６Ｆは、軸線３５に沿う方向において、一つの溝部３
６Ｒに嵌合可能な形状に形成され、前半部４１Ｆ側（軸線の一側）の内面に設けられる。
一対の凸部４６Ｒは、軸線３５に沿う方向において、一対の溝部３６Ｆに嵌合可能な形状
に形成され、後半部４１Ｒ側（一つの凸部に対して軸線を挟んで１８０°反対側）の内面
に設けられる。
【００２６】
　膝下部４０には、凸部４６Ｆ，Ｒと溝部３６Ｆ，Ｒとの相対位置によって、脚部２０の
長さが固定される（調整できない）固定位置と、脚部２０の長さが調整可能な可動位置と
が設定される。すなわち、膝下部４０は、軸線３５を中心とした回転方向において、溝部
３６Ｆ，Ｒと凸部４６Ｆ，Ｒとが互いに噛み合っていない状態では、軸線３５に沿う膝下
部４０の移動が阻止される固定位置となり、溝部３６Ｆ，Ｒと凸部４６Ｆ，Ｒとが互いに
噛み合う状態では、軸線３５に沿う膝下部４０の移動が許容される可動位置となる。
【００２７】
　本実施形態では、図４（ａ）に示すように、前半部４１Ｆが前側に位置する方向に膝下
部４０が向いたときは、一つの溝部３６Ｒと一つの凸部４６Ｆ、および、一対の溝部３６
Ｆと一対の凸部４６Ｒは、それぞれ、互いに噛み合っておらず、膝下部４０は、固定位置
にある。一方、図４（ｂ）に示すように、前半部４１Ｆを後側に位置させる方向に膝下部
４０が回転したときは、一つの溝部３６Ｒと一つの凸部４６Ｆ、および、一対の溝部３６
Ｆと一対の凸部４６Ｒは、それぞれ、互いに噛み合って嵌合するため、膝下部４０は、可
動位置となる。
【００２８】
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　続いて、溝部３６Ｆ，Ｒおよび凸部４６Ｆ，Ｒによる脚部２０について図５～図７に基
づいて説明する。
【００２９】
　図５において、膝下部４０は、前半部４１Ｆが前側に位置する方向に向いており、固定
位置にある。この状態では、溝部３６Ｆ，Ｒと凸部４６Ｆ，Ｒとが噛み合っておらず、凸
部４６Ｆ，Ｒは、その長手方向上側の端面４７（図３（ａ）参照）が球状部３３の外面に
当接することで、軸線３５に沿う膝下部４０の移動（上方への移動）を阻止するストッパ
として機能している。その結果、脚部２０は、長さＬ１が固定され、最も伸びた状態に維
持される。
【００３０】
　この状態から、図６に示すように、前半部４１Ｆが後側に位置するように、軸線３５を
中心に膝下部４０を１８０°回転させると（矢印（１））、溝部３６Ｆ，Ｒと凸部４６Ｒ
，Ｆとが噛み合い（図４（ｂ）参照）、膝下部４０が可動位置になる。この状態では、軸
線３５に沿う膝下部４０の移動（上方への移動）が許容される。
【００３１】
　これにより、図７に示すように、使用者は、カバー部２３内に膝下部４０を収納させな
がら、膝下部４０内に膝上部３０を収納させるようにして、膝下部４０を上方に移動させ
ることができる。その結果、脚部２０を長さＬ１から長さＬ２に縮めたり（矢印（２））
、長さＬ２～Ｌ１の範囲において脚部２０を自由に伸縮したり（矢印（３））することが
可能になる。このとき、凸部４６Ｒ，Ｆは、溝部３６Ｆ，Ｒに噛み合って嵌合・案内され
ることで、軸線３５に沿って膝下部４０を円滑に移動させるガイドとして機能している。
【００３２】
　なお、膝下部４０を最も上方に移動させた状態、すなわち、脚部２０が長さＬ２に最も
縮められた状態において、軸線３５を中心に膝下部４０を回転可能としてもよい。この場
合、脚部２０を最も縮めた後に、膝下部４０の前半部４１Ｆを再度、前側に向けることが
できる。
【００３３】
　本実施の形態における形態変化玩具１０では、膝下部４０が可動位置にあるときは、膝
上部３０に対して膝下部４０を軸線３５に沿って移動することができる。これにより、使
用者は、形態変化玩具１０を一つの形態（図１参照）から、脚部２０の長さが異なる別の
形態（図７参照）に簡単に変化させて、楽しむことができる。
【００３４】
　一方、膝下部４０は、固定位置にあるときは、軸線３５に沿って移動することが阻止さ
れる。このため、使用者が膝下部４０を固定位置に回転させておくことで、形態変化玩具
１０が元の形態に自然に戻ってしまうことを防ぐことができる。また、膝上部３０および
膝下部４０を主要素とする簡単な構造で、形態変化玩具１０の伸縮部を構成することがで
きる。
【００３５】
　したがって、本実施形態によれば、形態変化を簡単に楽しむことができると共に元の形
態に戻りにくく、しかも、簡単な構造で構成できる形態変化玩具１０を提供することがで
きる。
【００３６】
　また、凸部４６Ｆ，Ｒが、膝下部４０の移動を阻止するストッパとしての機能と、膝下
部４０の移動を案内するガイドとしての機能とを兼用するため、構造の更なる簡素化を図
ることができる。
【００３７】
　以上、実施形態を用いて本発明を説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施形態に記
載の範囲には限定されないことは言うまでもない。上記実施形態に、多様な変更または改
良を加えることが可能である。
【００３８】
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　例えば、凸部４６Ｆ，Ｒ、溝部３６Ｆ，Ｒのそれぞれの個数および配置は、任意に変更
可能であり、凸部および溝部はそれぞれ第１の部材と第２の部材の少なくとも２箇所に設
けられ、それぞれ対応する凸部および溝部同士のみが嵌合して第１の部材と第２の部材の
摺動を許容し、対応しない凸部および溝部同士は嵌合せず第１の部材と第２の部材の摺動
を阻止する形状になっていれば特に限定されるものではない。また、本実施の形態では、
第１の合わせ部を溝部３６Ｆ，Ｒで構成し、第２の合わせ部を凸部４６Ｆ，Ｒで構成した
が、第１の合わせ部を凸部で構成し、第２の合わせ部を溝部で構成してもよい。
【００３９】
　また、本実施の形態では脚部に伸縮部を設ける形態について説明したがこれに限られる
ものではなく、脚部２０の他、胴部１１と頭部１５を連結する首部１３や、腕部１２、胴
部１１の腰など、伸縮させたい人形体の任意の部位に適用可能である。また、実施形態で
は、本発明を人形体に適用した例を示したが、本発明は、人形体の他、動物や怪獣、ロボ
ット、乗り物などを模した各種の模型に適用可能である。
【符号の説明】
【００４０】
１０　　形態変化玩具
２０　　脚部
３０　　膝上部
３３　　球状部
３６Ｆ　一対の溝部
３６Ｒ　一つの溝部
４０　　膝下部
４６Ｆ　一つの凸部
４６Ｒ　一対の凸部
Ｌ１　　長さ
Ｌ２　　長さ
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